
全

域

■交通インフラ全般に関する満足度の推移

○ 高速道路や新幹線等、交通インフラの整備状況や現行の利便性を評価する声が寄せられる一方、
公共交通の運行本数や接続利便性等の改善を望む声も寄せられ、満足度が３ポイント減少しまし
た。
○ 今回の調査では、不満足層は概ね横ばいですが、中間層が増加し、満足層が減少しています。
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○ ほとんどの地域において、公共交通の運行本数や接続利便性の改善を求める声が寄せられ、満
足度が概ね横ばい又は減少の傾向を示しています。
○ 上越においては、北陸新幹線の利便性を評価する声が寄せられ、比較的高い満足度を示してい
ます。

交通インフラに関する県内事業所満足度調査

平成28年度 調査結果の概要

満足度の傾向（３年移動平均） 43％ 43％ 46％ 46％ 40％ 32％
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○ ほとんどのモードにおいて、満足度は減少傾向を示しています。
○ これまで比較的高い満足度を示してきた道路において、渋滞の解消等を求める声が寄せられ、
満足度が減少傾向を示しました。
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※H18～24はバルクも含んで質問

※ 年度ごとの満足度の数値については
別添の分析資料をご覧ください。
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